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要旨 
本稿は、同治前半期（元-5年、1862-1866）において、
曾国藩（1811-1872）幕府にあった張裕釗（1823-1894）
が、書法においてどのような影響を受け、かつ自己の書
法形成に結びつけたかについて、その過程を明らかにし
ようとするものである。 
本稿では莫友芝（1811-1871）なる曾国藩幕下の人物
に注目していく。同治5年（1866）、何璟（1817-1888）
は湖北を訪ね、張裕釗と交わった。そして、その時たま
たま携行していた莫友芝の書作を張裕釗に示したことが
推測される。この書作には楷書に隷書の筆法を加えた、
隷楷にあたる書法が大きく見られる。 
張裕釗が同治5年 9月に書した「鮑照飛白書勢銘」も
また隷楷の風格を明確に打ち出したものである。ここに
はいわゆる「隷楷相参」（隷書と楷書の筆法を交えた）に
踏み込んだ跡が明瞭に見られ、その点画の払いやハネ・
乙脚は非常に伸びやかであり、暢達した開放感は、従来
の碑学家のいまだ至らないところであった。しかも、そ
れは従来の張裕釗の書法を一転させるものであった。 
 莫友芝は曾国藩の幕僚にあって、名士派に分類される
学識の人であった。曾国藩は莫友芝の才能を認め、莫友
芝が散逸した古籍の収集に努めていることに手を差しの
べ、あるいは書法においても、莫友芝のあり方に対する
よき理解者であった。このように、曾国藩幕下における
二者のつながりは、張裕釗の書法形成を知る上で、重要
な鍵をなすものと考えられる。 
以上のとおり、張裕釗書「鮑照飛白書勢銘」は張裕釗
の書法形成において重要な岐点となるもので、張裕釗の
書法形成における背景には曾国藩幕府が大きな働きをな
していた。ここに咸豊年間の帖学の土台の上に碑学を導
入した張裕釗のあり方が裏付けられることになる。 
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Summary 
This research discusses how Zhang Yu-Zhao’s 
calligraphic style was developed in Tsen Guo-Fang’s 
Staff Department, with investigation of its times and 
relevant materials during first half of Tongzhi reign. 
This research focuses on exchanges between 
scholars and Zhang Yu-Zhao. The author believes that 
He Jing went to Hubei and had exchange with Zhang in 
1866 (the fifth year of Tongzhi reign). During the 
exchange, Zhang had viewed and admired Mo You-Zhi’s 
calligraphy artworks, owned by He Jing. Bao Zhao Fei 
Bai Shu Shi Ming, a calligraphy artwork created by 
Zhang in September, 1866, was heavily influenced by 
Mo’s calligraphic style, a mixture of clerical script and 
regular script, and led to the establishment of the 
Clerical-Regular art methodology, which was 
unprecedented among the calligraphers who focused on 
inscription. 
As a staff of Tsen Guo-Fang's office, Mo You-Zhi 
belonged to the unconventional group. Tsen 
acknowledged Mo's talent, and Mo helped Tsen collect 
lost ancient books. In addition, Mo's calligraphy style was 
rooted in inscriptions, which played a critical role in the 
exchange and formation of calligraphy. 
As a result, the author regards "Bao Zhao Fei Bai Shu 
Shi Ming" as the most important artwork in the formation 
of Zhang Yu-Zhao's calligraphy style. Zhang created his 
own unprecedented style with the Clerical-Regular art 
methodology, inspired from Mo You-Zhi's artworks, and 
the author thinks it was developed during the time of 
being a staff of Tsen Guo-Fang's office. 
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１.はじめに 
張裕釗は清末の文学者、書家で、曾国藩の四大門徒の
一人である。これまでの先行研究では、同治年間に張裕
釗が曾国藩の幕僚となったことが通説とされてきたが、
幕僚としての活動実態については明らかではなかった。
特に筆者が関心を寄せるのは、同治前半期における幕府
での活動を通じて、張裕釗が書法上どのような影響を受
けたか、また張裕釗は新たにどのような書法を形成した
のかについてである。 
先行研究では魚住和晃氏が光緒年間以後の書風の変
化について時期を区分されている注1。しかし、魚住氏は
同治年間について言及していない。張裕釗の同治前半期
の書法に、「鮑照飛白書勢銘」がある。筆者は2014年に、
この作品は張裕釗が唐代の楷書から北碑の風格に移る過
渡期の作品であると考えた注 2。また、陳啓壮氏は、「八
分考」を「鮑照飛白書勢銘」と同年作品である可能性が
高いとの意見を記している注3。しかし、その書法上の由
来は明らかにされていない。 
そこで本稿では、張裕釗が同治前半期（元-5 年、
1862-1866）において、曾国藩の幕府で張裕釗と交わった
文人との出会いを取り上げる。幕府での游幕活動におい
ては何璟（1817-1888）と交友する機会があることが推測
され、その中で張裕釗は何璟が所蔵する莫友芝の書作を
見る機会を得、その感銘から張裕釗は一念発起し、従来
の書法を改めて、新たな書法を打ち出したことが多分に
考えられる。その形成の過程をここに明らかにしていき
たい。 
 
２.張裕釗の游幕活動について 
張裕釗は同治前半期にかけて、曾国藩の幕府において
游幕の立場にあったと考えられる。劉桂生氏によれば、
游幕とは総督・巡撫などの幕府の中で「客卿」（他国から
きて、卿相の位にある者。）という立場にあると述べてい
る注4。また、尚小明氏は、道光以降、游幕学者の学術活
動は古籍の整理と保護や各省に官書局を設立して書籍が
刊刻されることを述べている注5。 
同治前半期に張裕釗が湖北に滞在した理由に関して
は、蔣光焴（1825-1895）の記録が残っている。蒋光焴は
浙江海寧硤石の出身で蔵書家である。蒋光焴と張裕釗の
出会いについて、金曉東氏によれば、咸豊11年から同治
3年（1861-1864）にかけて、蔣光焴は太平天国の乱から
逃避するため、湖北武昌に行った。蒋光焴は同治 2 年
（1863）に張裕釗と知り合って、交友を始めたとする注6。
蒋光焴の「呈銭朝議書」に以下のようにある。 
 
廉卿（張裕釗の字）は蒋光焴の厚遇のもとで、多く
の指導を受けた。ただ体が弱く母親も衰弱していっ
た。日々故郷を思い、都を離れて悠々自適し、天下
は太平であり、庶民とともに生活を楽しむことを願
った。注7 
 
 これによって、張裕釗がなぜ湖北の故郷に帰ったのか
分かった。一方、曾国藩は幕府の頭目として、幕僚に対
しどのような考えのもとに対応していたのか。曾国藩の
家書に以下のように考えられている。 
 
体を守るには、食べ物が重要である。農業・工業・
商業は体力で食物を求め、士人は頭脳を働かせて食
物を求めよ。注8 
 
また、甲申（光緒 10 年、1884）に書かれた薛福成
（1838-1894）の「叙曾文正公幕府賓僚」には、以下のよ
うにある。 
 
幕府の賓僚は一時的に盛んであった。曾国藩は督師
として幕府を開き合計は二十年になる。（中略）曾国
藩により信頼を受け、尊敬されている学者を幕府に
留めて府内を戒め、諷諫と議論にあたらせた。また、
往来は常には有らず、書局まで招致し、公務に従事
せず、古文については（中略）内閣中書の武昌の張
裕釗廉卿を選んだ。注9 
 
これによって、張裕釗が曾国藩の信任を得、高弟とし
て位置づけられていく経過が分かる。 
それでは、張裕釗の同治元年（1862）の生活の実態は
どのようなものであったのであろうか。孫瑩瑩氏によれ
ば、同治元年 6 月 17 日付曾国藩の湖北巡撫厳樹森（？
-1876）宛書簡において注 10、張裕釗が書院の主講として
独立したいとの強い希望を有していたことを示したもの
である。 
以上のように、同治前半期、張裕釗は湖北に居る母親
の世話もあり、曾国藩の幕府の一員としてその配下にあ
ったが、安徽の幕府に赴かず、游幕の立場で湖北巡撫厳
樹森の幕府に留まったのである。 
 
３.曾国藩の幕府における莫友芝との交流 
咸豊11年（1861）、同治7年（1868）に張裕釗は曾国
藩の幕府の中で莫友芝と交友を重ねた記録が残っている。
莫友芝は貴州省独山の出身であり、中国晩清の詩人、ま
た書法家である。莫友芝の『郘亭日記』によると、莫友
芝は咸豊11年 1月 20日に胡林翼の幕府に行き、2月 29
日に胡林翼は莫友芝と面接した。これによって、莫友芝
は『読史兵略』の校正（3 月 16 日から 5 月 29 日にかけ
て）に従事することになり、胡林翼の正式な幕僚となっ
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た。また、6 月 4 日に汪士鐸（1802-1889）と知り合い、
6 月 22 日は閻敬銘（1817-1892）のもとで張裕釗とも知
り合った注11。 
曾国藩の日記によると、曾国藩と莫友芝の最初の出会
いは道光27年（1847）、京城（北京）の書店でたまたま
めぐり会ったものである。その後、15年ぶりとなる咸豊
11年の 7月 3日に、再会を果たすことになる注12。また、
同年8月 26日に胡林翼が他界し、9月に莫友芝は改めて
曾国藩の幕僚になった。莫友芝の日記によると、11月に
張裕釗が曾国藩の幕府において、莫友芝と対面した記録
が残っている注13。 
以上の考証により、張裕釗は同治前半期には曾国藩の
幕府の一員であったが、幕府がある安徽には赴かず、游
幕の立場として、湖北に滞在したことが明らかであるが、
同治7年閏4月24日付張裕釗が曾国藩に宛てた書簡によ
ると、「皖江（安徽）から離れたまま、八年が経ちました。」
（図1：傍線筆者）注14とあり、張裕釗は咸豊11年から8
年ぶりとなる同治7年に曾国藩と再会ができることの喜
びを記している。莫友芝との交友については前揭の日記
に、同治7年 8月、9月、11月・同治8年（1869）1月、
2月・同治9年（1870）3月、12月に記載されている。注
15 
一方、同治 7 年 11 月 4 日に曾国藩は直隷総督に就任
する。張剣の記録には張裕釗は曾国藩幕僚として莫友芝
と同行し、船に同乗する注16。これによって、莫友芝と張
裕釗が曾幕の同僚として親密な問柄であったことを窺わ
せる。 
莫友芝は張裕釗と詩文の交流をしており、莫友芝の
『郘亭詩鈔』には「同治戊辰冬十一月に武昌小弟張裕釗
が拝読した。」という、同治戊辰（7年）の記録も残って
いる（図2：傍線筆者）注17。また、莫の『郘亭遺詩』に
は以下のようにある。 
 
張廉卿裕釗中書に四首詩を贈った。その際に白門よ
り船で高（地名）から出る。宝（地名）で長い時間
が経った。同行し江を渡り、呉（蘇州）に至って会
った。廉卿はまた浙（浙江）に戻って遊覧した。（同
治8年）注18 
 
更に、莫友芝が他界した後、張裕釗は「莫子偲墓誌銘」
（同治11年、1872）で以下のとおり述べている。 
 
翌年（同治8年）、再び呉（蘇州）に参った。子偲（莫
友芝）と船を買い、霊巌・石楼・石壁の風景を観覧
し、鄧尉で観梅した。注19 
 
これによって、同治8年に鄧尉（山の名。今は江蘇省
蘇州市にある）まで張裕釗は莫友芝と同行した同じ話題
を述べている。 
以上により、咸豊11年前半期にかけて、莫友芝は胡
林翼に誘われ『読史兵略』の校正に従事し、胡林翼の幕
僚となり、その後に張裕釗と知り合った。同年8月 26
日に胡林翼が他界した後、9月に莫友芝は曾国藩の幕僚
となり、11月には張裕釗が曾国藩の幕府において、莫友
芝の記載が残っている。 
また、同治年に入り、游幕として湖北に滞在していた
張裕釗は、咸豊11年から8年ぶりとなる同治7年に莫友
芝と再会でき、その後、張裕釗は莫友芝と同治8年・同
治9年に至っても交友が続いている。 
 
   
図1 張裕釗の曾国藩宛書簡 
 
 
図2 莫友芝『郘亭詩鈔』 
 
４.莫友芝の曾国藩幕府における位置とその書学評価 
尚小明氏によると、莫友芝は咸豊 11 年秋から同治 6
年（1861-1867）にかけて、両江総督である曾国藩の幕僚
となった注20。では、曾国藩幕府において長い期間を過ご
していた莫友芝は、幕府においてどのような位置を占め
ていたのであろうか。『清稗類鈔』では、以下のようにい
う。 
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咸豊・同治年間、曾国藩が督師として粵の反乱を追
討していた際、幕府の人才は一斉に集まり盛んであ
った。軍隊及び官吏の政治の外に二派があり、一つ
は道学派であり、一つは名士派である。（中略）名士
派には莫友芝・張裕釗・李鴻裔などの人がいた。注
21 
 
よって、莫友芝と張裕釗は共に曾国藩幕府において、
名士派に分類される。また、『清稗類鈔』には以下のよう
にある。 
 
咸豊 11年 8月に、曾国藩は安慶を奪い返し、部署が
大よそ平定されると、莫友芝に命令し、残存する書
物を探し集めさせ、それを九弟である沅圃方伯と相
談し、『王船山遺書』を刻させた。更に江寧（南京）
が回復すると、冶城山に書局を開き、博雅の儒家を
招致し経史を校正した。政務の余暇には輿を肩に担
いて通り過ぎ、談論に時を過ごして去った。注22 
 
このように、曾国藩は南京の冶城山で書物の編纂局を
開き、博雅（学問・技芸に広く通じ、道理をわきまえて
いること）の儒家を集めるが、莫友芝もその中の一人で
あった。曾国藩は莫友芝の才能を認め、莫友芝に命令し、
重要な責務を課していたと言える。 
更に、薛福成「叙曾文正公幕府賓僚」に、「閎覧では
（中略）江蘇知県であり独山の挙人、莫友芝が居る。」注
23 とあり、莫友芝は曾国藩の幕僚として閎覧（本を沢山
読む人）に分類されることが分かる。 
 莫友芝の著書には、『宋元旧本書経眼録』・『郘亭書画経
眼録』・『莫友芝詩文集』・『梁石記』・『金石影』などがあ
る。彼は訪碑の旅にも熱心で、石碑の文字を調査取材す
る活動を盛んに行った。その碑学観については、『宋元旧
本書経眼録』から窺える。その『金石筆識』「魏孝文帝吊
比干文」に「嘉慶・道光年間以来、元・魏の人の碑版を
学んでいる。」注24とあり、嘉慶・道光時期にかけての北
碑の流行について述べている。また、「隋龍蔵寺碑」では、
「楷書は初唐に至って極めて盛んであり、初唐の書家は
北朝を詳しく学び、それを備えない者はいなかった。」注
25 といい、初唐の書家は皆、北朝を専精したと捉えてい
た。 
同時代の文人では、張裕釗・黎庶昌（1837-1897）・莫
祥芝（1827-1890）・張鳴珂（1829-1908）らが莫友芝の書
を評価している。張裕釗は「（莫友芝は）楷書、行書、篆
書、隷書を得意し、人は争って書作を求める。」注26とい
う。黎庶昌によれば、「楷書・行書・篆書・隷書は含蓄と
密度がある。書家の能事を極めている。」注27と絶賛して
いる。また、莫祥芝には「書を善くし、篆書・隷書・楷
書・行書はすべて能手である。古人の追究に努め、これ
を自分の運筆に用いている。彼がどこに行っても、人は
争って書作を求める。」注28とある。更に、張鳴珂におい
ては、「隷書は方整でしっかりしており、筆力が強く、近
人ではただ莫友芝だけがこの力量を備えている。」注29と
あり、張鳴珂はとりわけ莫友芝の隷書を高く評価してい
る。 
 以上のように、莫友芝は晩清における曾国藩の幕僚と
して長い時間を過ごした。また、莫友芝と張裕釗は共に
曾国藩幕府において、名士派に分類された。曾国藩は南
京の冶城山で書局を開くため、莫友芝に命じ、各地で散
逸した古籍の収集にあたらせた。名士派である莫友芝は
曾国藩の幕府において古籍の収集と覆刻に貢献し、重要
な役割を果たした。更に、同時代の文人は、莫友芝が書
法において各体に堪能であり、特に隷書に優れていると
評価していたことが明らかになった。 
 
５.湖北の幕府における張裕釗・何璟との交流 
張裕釗・莫友芝が交友した官僚に何璟がいる。何璟は
広東香山の人で、字は伯玉、号は小宋である。同治元年
（1862）に曾国藩の幕府に入った。本章では、同治5年
（1866）から何璟は張裕釗と繋がりがあったことを明ら
かにする。 
『清史稿』において、何璟の経歴を述べており、「同
治四年、湖北布政使に昇進。翌年、就任することになっ
た。」注30とあり、同治 5 年、何璟は湖北布政使（巡撫の
下で省の行政を担当し、教育文化などを管理している。）
となったことが分かる。何璟は同治5年 4月中旬に鄂（湖
北の鄂州を指し、張裕釗の故郷である。）に赴いた記載に
は、同治5年 4月 22日に曾国藩が喬松年（1815-1875）
に宛てた書簡注31と同年 5 月 4 日、莫友芝の日記注32から
窺える。それから、同年 5 月 20 日注33・8 月 16 日注34に
曾国藩が何璟に宛てた書簡によれば、何璟は鄂州に滞在
していたことが分かる。 
上述により、何璟は同治 5 年 5 月から 8 月にかけて、
湖北布政使として、鄂州に滞在していたといえる。 
 さて、この際に張裕釗はどのような生活を過ごしたの
か。張裕釗の同治前半期の書法に関しては、「鮑照飛白書
勢銘」がある注35。この書作は張裕釗の作品の中で書写年
が記された極めて少ない例である。落款に「丙寅九月九
日書於江漢書院」と記されており、同治5年 9月 9日に
江漢書院で制作された作品であることが分かる。江漢書
院とは、湖北にある省立の学校である。また、張裕釗の
「代某学使安陸府試院増修号舎記」によると、湖北の学
使（省の学務・教育を監督した文官）の代筆者を担当し、
内容には「同治5年 9月某日記」とある注36。 
これらのことから、同治5年 9月に張裕釗が江漢書院
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に滞在し、また湖北の学使の代筆者として布政使の何璟
と交わる機会は充分にあったといえる。 
一方、莫友芝の同治 7 年 8 月 23 日の日記には、以下
のようにいう。 
 
張裕釗が新たに武昌書局から私の処に来訪し、何小
宋（何璟）の手紙を持参した。何小宋の委属により、
『史記』王本・『漢書』汪本及び『史記』『漢書』の
善本各一冊を購入した。注37 
 
上述により、何璟が莫友芝への手紙を張裕釗に委託し
ていたことが分かる。 
前述の内容に従って、莫友芝が何璟に手紙を返信する
ため、彼が何璟に宛てた一通の未紀年（10月 4日付）の
書簡が残っている。内容には、以下のとおりである。 
 
かつて別れてもう5年が経ちました。（中略）張廉卿
中翰が来て、手紙・賜書を持参しました。（中略）
ご依頼により、王本の『史記』・汪本の『漢書』及
び『史記』『漢書』の善本を購入しました。」注38（図
3：傍線筆者） 
 
 
図3 莫友芝の何璟宛書簡 
 
これによって、同一話題『史記』『漢書』の購入情報
を言及されており、張剣氏はこれを同治7年に書かれた
書簡と見ている注39。とすれば、何璟と莫友芝と会った5
年前は同治2年（1863）となる。 
とりわけ、莫友芝の日記に同治 4 年（1865）12 月 28
日の記載によれば「何小宋の手紙が届いた。数枚の書法
の依頼だった。」とある。加えて、莫友芝の日記において、
何璟が莫友芝への書作を依頼したのはこの記載のみであ
る注40。上述により、いま見られた莫友芝が何璟に贈った
未紀年の書作「安世房中歌」は同治4年末の頃に書かれ
た書作であることが推測される。 
「安世房中歌」の落款「小宋方伯大人察正。独山莫友
芝書漢楽章。」注 41（図 4）に見られるように、莫友芝が
何璟に贈ったものである。また前述した莫友芝の何璟宛
書簡に書籍の購入情報から、莫友芝と何璟とは、格別な
友好関係があったことが分かる。 
 
 
図4 莫友芝の寄何璟書「安世房中歌」 
 
以上のことから、同治2年に莫友芝は何璟と交友の記
載があり、同治4年 12月 28日に何璟が莫友芝に書作を
依頼し、莫友芝が何璟に贈った未紀年の書作「安世房中
歌」は同治4年末の頃に書かれた書作であることが推測
される。それから、同治5年 4月に何璟が湖北に移った
際にも、この書作は湖北へ携行されていたことであろう。 
同治5年 9月に張裕釗は湖北布政使の何璟と交わる機
会は充分にあったといえ、その際に張裕釗は何璟の元で
湖北に居り、この間に何璟から莫友芝の「安世房中歌」
の大作が張裕釗に示されていたことであろう。 
 
６.張裕釗の書風比較及び書家たちの書風検証 
先行研究において、魚住氏は宮島家伝蔵資料である光
緒年の石刻作品や書作に注目し、張裕釗書法の技法とし
てや書丹碑碣の異体字の分析を行った。魚住氏が張裕釗
書法の技法において、「起筆」「送筆」「収筆」「転折」「は
ね」「左右の均整」「上下の均整」と分類し、各分期の特
徴を明らかにした注42。 
本章では、魚住氏の書法分析の方法を応用し、同治前
半期にかけて曾国藩幕府内で流行した書法、莫友芝の他、
曾国藩、何璟ら曾国藩幕僚や友人、及び幕僚以外の書人
との比較によって、張裕釗の書法形成を検証する。 
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まず、曾国藩幕僚に接する以前、すなわち咸豊期の張
裕釗の書法がいかなる理念に立ち、いかなる技法による
ものであったかを示しておきたい。では、咸豊期に張裕
釗がどのような書風を表現したのか。拙論では、若年に
おける張裕釗の書法「小楷千字文」は唐代の欧陽詢の風
格が見られた。また、張裕釗が曾国藩に宛てた書簡の書
風は、胡林翼・虞世南・王羲之の風格が窺え、謹厳で整
った楷書であることが分かる注43（表 1）。 
つまり、この時期の書風は唐碑・二王を主とした伝統
的な書学方法を基とした風格が看取された。 
 
表1 張裕釗の入幕前及び曾国藩・何璟の書法 
張裕釗「小楷千字文」 
（若年期、年代不明） 
張裕釗の曾国藩宛書簡
○1 （咸豊8年） 
張裕釗の曾国藩宛書簡
○2 （咸豊8年） 
  
曾国藩「行書七言聯」（未紀年） 何璟「行書七言聯」（未紀年） 
  
 
張裕釗の同治前半期の書法に関しては、前述の「鮑照
飛白書勢銘」がある（図5）。曾国藩の幕府において、張
裕釗が最も緊密な関係を持ったのは曾国藩及び莫友芝と
何璟であった。彼らの書法は、まず、曾国藩と何璟の楷
書についてあたってみると、いずれもが唐楷を基調とし
た書風で、穂先が傾いており、側鋒の方筆や露鋒で書か
れている。また、整った結体が窺える（表1）。これは張
裕釗の咸豊期の書法に通ずるものだが、同治前半期の「鮑
照飛白書勢銘」の書法は逆筆で蔵鋒の円筆技法で書かれ
ている。 
また、このことは張裕釗の書法は曾国藩の幕下におい
て曾国藩および何璟の影響を受けたのではなく、急激に
隷楷（楷書に蔵鋒や逆筆で隷書に由来する筆法を交えた
ことを指す。）の方向を目ざすようになったことを意味す
る。 
そこに、何璟が張裕釗に示した莫友芝の「安世房中歌」
が大きく意味をなしてくるのである。莫友芝は現行の中
国書道史においては、あまり取り上げられることはない
が、八分をよくし、官僚としては書法において傑出した
見識と力量を有していた。 
 
図5 張裕釗「鮑照飛白書勢銘」（同治5年） 
 
張裕釗においては、「安世房中歌」のみならず、莫友
芝のほかの隷書の書作も積極的に見たと推測する（図6）。 
 
 
図6 莫友芝「諸子語録」（同治2年） 
 
張裕釗の楷書が隷書を学んだとの指摘について、弟子
である賀濤（1849-1912）・張以南が言っている。賀濤が、
張裕釗の七十歳を祝い、「武昌張先生七十寿序」と題する
寿文を送っている。張裕釗が賀濤にその書法について語
っていた。内容には「先生が北魏から学び、また漢隷・
秦篆に至る。」注44とある。 
また、張以南は宣統紀元（1909）4月 26日に『張廉卿
先生楷書千字文』の跋文において、「武昌濂亭（張裕釗の
号）先生は楷法において漢隷を学んだ。論者は包世臣・
鄧石如と共に「千古の雄」と同称している。実際には別
の道を切り開き、独自の道を切り開いた。」注45とあり、
先生の楷書が漢代の隷書を学習したことを指摘しており、
包世臣（1775-1855）・鄧石如（1743-1805）と並称されて
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いたことが分かる。 
このように、弟子である賀濤・張以南の指摘によれば、
張裕釗の楷書が隷書を学習したことが分かる。そこで、
張裕釗は隷書の字形も参酌したであろう。彼の「鮑照飛
白書勢銘」において隷書字形を楷書作品に用いた例を見
ると、「雲」・「最」・「虎」・「起」・「帰」などが挙げられる。
（表2） 
 
表2 張裕釗の字例 
張裕釗「雲」 張裕釗「最」 張裕釗「虎」 張裕釗「起」 張裕釗「帰」
     
清 伊秉綬 清 伊秉綬 清 胡澍 六朝 碑文 漢 曹全碑
    
 
それから、曾国藩幕府において往来頻繁である隷書を
得意とした書人及び同時代の幕友以外では、莫友芝・楊
峴（ 1819-1896 ）・何紹基（ 1799-1873 ）・趙之 謙
（1829-1884）・楊沂孫（1813-1881）が挙げられ、彼らの
書法を張裕釗と比較し、幕府において莫友芝の隷書書法
が張裕釗に影響を与えた点を検討してみたい。 
それぞれの概括的な印象を言えば、張裕釗・莫友芝の
三作とも概形を長方形に作って、直筆で書かれている。
これに対して、楊峴と何紹基は線を震わせて表情をつけ
ている。趙之謙と楊沂孫は鄧石如のように一画の厚みを
強調していることが窺える。（表3） 
 
表3 曾国藩幕府の幕僚及び同時期書人の書法 
張裕釗 
「鮑照飛白書勢銘」
（同治5年） 
莫友芝 
「諸子語録」 
（同治2年） 
莫友芝 
「安世房中歌」 
（未紀年） 
楊峴 
「臨張遷碑」 
（同治3年） 
   
何紹基 
「臨礼器碑」 
（同治3年） 
鄧石如 
「寄畢秋帆書」 
（未紀年） 
趙之謙「八言聯」
「楷行隷三体書
冊」（同治4年） 
楊沂孫 
「五言詩」 
（未紀年） 
    
 
これらを通覧すると、莫友芝と張裕釗の筆法は共通点
が多く、これに対して、楊峴・何紹基・趙之謙・楊沂孫
とは相違点が顕著である。（表4～5） 
張裕釗と莫友芝の筆法は「隷楷相参」（隷書と楷書の
筆法を交えた）といえる。起筆は莫友芝・張裕釗とも蔵
鋒で書かれており、丸みを帯びて強調されることが見ら
れる。また円筆と尖筆が窺え、隷書と楷書を交えた筆法
が見られる。送筆において莫友芝の隷書は筆圧を維持し
ながら直線的に引かれ、張裕釗の楷書では更に直線的に
なっている。送筆の太さでは、張裕釗と莫友芝は均一と
なっている。これにより、直筆中鋒が特徴といえる。起
筆は蔵鋒で書かれていることが見られる。転折では、莫
友芝・張裕釗の転折とも外には強さを表し、内に柔らか
さを表現することによって「外方内円」となっている。
とりわけ莫友芝・張裕釗とも払いやハネ・乙脚の部分は
非常に伸びやかで、弧の部分は隷書の波勢を誇張し、ダ
イナミックに書かれている。そのため、起筆は丸みを持
って送筆は細くなり、筆画は簡素で引き締まった緊張感
を感じさせる。また、隷書の波勢を誇張し内部に余白を
作り、開放感を感じさせる。（表4：補助線筆者） 
 
表4 莫友芝・張裕釗の筆法 
筆法
莫友芝 
「諸子語録」 
（同治2年） 
莫友芝 
「安世房中歌」 
（未紀年） 
張裕釗 
「鮑照飛白書勢銘」
（同治5年） 
起筆
送筆     
収筆
   
転折
    
左払
い     
ハネ
    
乙脚
    
 
これらの特徴は、張裕釗自身が認める古法と考えられ
る。この古法の理解を具体的にするのが、逆入の起筆か
ら得た筆毛の弾力によって随所に用いる中鋒であり、左
右の払いを伸びやかにすることである。とりわけ転折に
対しては外方内円の形状を徹底し、遂には張裕釗書法の
代名詞になるものである。 
これに対して、張裕釗・莫友芝のほか、楊峴・何紹基・
趙之謙・楊沂孫の筆法はどのように表現したのか。起筆
では楊峴は蔵鋒と円筆で書かれており、何紹基のは穂先
を外に露出し、方筆が見られる。趙之謙の穂先は側鋒や
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方筆で書かれ、角度が見られ、楊沂孫の穂先は逆筆や蔵
鋒と円筆が窺える。送筆では、楊峴と何紹基の隷書は曲
線が見られ、趙之謙のは直線側鋒・楊沂孫のは直線側鋒
が見られる。送筆の太さでは楊峴と何紹基の隷書は線が
震えてしまうことは多く見られ、趙之謙の起筆から収筆
まで太さは均一となっており、楊沂孫のは線が中心に細
くなり、また太くなったことが見られる。また、楊峴の
収筆は送筆のような太さを工夫している。何紹基の収筆
はそのまま細くなって出鋒したことが窺える。趙之謙・
楊沂孫の収筆は円筆で角度を工夫している。転折では、
四人とも接筆に直角が見られる。更に、四者とも左払い
やハネ・乙脚では短く収めている。（表5：補助線筆者） 
よって、これらの書人は、張裕釗・莫友芝と大きく異
なる。四者の隷書の波勢は張・莫より短くて、束縛感を
感じさせるものである。 
 
表5 楊峴・何紹基・趙之謙・楊沂孫の筆法 
筆法 
楊峴「臨張遷碑」
（同治3年） 
何紹基「臨礼器
碑」（同治3年）
趙之謙「八言聯」
「楷行隷三体書
冊」（同治4年） 
楊沂孫 
「五言詩」
（未紀年）
起筆
送筆 
 
 
  
 
 
収筆  
 
 
 
  
 
 
転折  
 
 
 
 
 
 
 
左払
い 
  
 
  
 
  
 
 
ハネ  
 
 
 
  
 
 
乙脚 
 
 
 
 
  
 
 
 
上述により、張裕釗の書法は、咸豊期は唐楷のように
行が整っており、王羲之の小楷に忠実である様子が見ら
れる。これに対して、同治期における張裕釗の書法は、
点画において払いやハネ・乙脚の部分は非常に伸びやか
で、暢達な書風と言え、開放感を感じさせるものとなる。
更に楷書に隷書の筆法を交え、直筆中鋒を基調としてお
り、それは莫友芝「安世房中歌」と明らかな書法上の共
通性が看取できる。張裕釗は、上記の種々の書法家から
影響を受けた可能性は否定できないが、「鮑照飛白書勢
銘」に代表される同治期の書風は、莫友芝の「安世房中
歌」に見られる新しい書風が大きく影響を与えたと考え
られる。 
 
7.おわりに 
本稿では、莫友芝（1811-1871）なる曾国藩幕下の人
物に注目していた。同治5年（1866）、何璟（1817-1888）
は湖北を訪ね、張裕釗と交わった。そして、その時たま
たま携行していた莫友芝の書作を張裕釗に示したことが
推測される。この書作には楷書に隷書の筆法を加えた、
隷楷にあたる書法が大きく見られる。 
張裕釗が同治5年 9月に書した「鮑照飛白書勢銘」も
また隷楷の風格を明確に打ち出したものである。ここに
はいわゆる「隷楷相参」に踏み込んだ跡が明瞭に見られ、
その点画の払いやハネ・乙脚は非常に伸びやかであり、
暢達した開放感は、従来の碑学家のいまだ至らないとこ
ろであった。しかも、それは従来の張裕釗の書法を一転
させるものであった。 
 莫友芝は曾国藩の幕僚にあって、名士派に分類される
学識の人であった。曾国藩は莫友芝の才能を認め、莫友
芝が散逸した古籍の収集に努めていることに手を差しの
べ、あるいは書法においても、莫友芝のあり方に対する
よき理解者であった。このように、曾国藩幕下における
二者のつながりは、張裕釗の書法形成を知る上で、重要
な鍵をなすものと考えられる。 
以上のとおり、張裕釗書「鮑照飛白書勢銘」は張裕釗
の書法形成において重要な岐点となるもので、張裕釗の
書法形成における背景には曾国藩幕府が大きな働きをな
していた。ここに咸豊年間の帖学の土台の上に碑学を導
入した張裕釗のあり方が裏付けられることになる。 
今後は、張裕釗書法の特徴である転折部の「外方内円」
について、魚住氏が指摘した「新派」に位置づけられる
一群の書人との関係を課題として、考察していきたい。
注46 
 
注 
注1 魚住和晃『張廉卿の書法と碑学』、研文出版、150-168頁、
2002 年 6 月（第二章 張裕釗における書法形成／三 張裕
釗書法の特質と形成過程）。 
注 2 拙論「張裕釗書『鮑照飛白書勢銘』及其相関問題」、『文
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化南宮』、秋冬合巻、21-26頁、2014年。 
注 3 陳啓壮「張裕釗書道研究之理論篇／四、思艱図易 悟道尋
真―張裕釗書法幾幅代表作品書風断代之考証（三、張裕釗
書『八分考』作品書写年代考証）」、『碑骨帖姿—張裕釗書道
研究』、吉林文史出版社、137-138頁、2016年 6月。 
注 4 劉桂生「序三」、尚小明『学人游幕与清代学術』、社会科
学文献出版社、13頁、1999年 10月。 
注 5 上揭注4『学人游幕与清代学術』、「第一章：清代学人游幕
的発展演変（道光初迄宣統末的游幕）」、47-48頁。 
注 6 金曉東『衍芬草堂友朋書札及蔵書研究』、復旦大学中国古
代文学研究中心博士論文、28-29頁、2010年。 
注 7 蒋光焴「呈銭朝議書」、『敬斎雑著』。上揭注 6『衍芬草堂
友朋書札及蔵書研究』、金曉東論考241頁に「廉卿厚於光焴、
多所教益、惟身弱母衰、無日不思近於郷枌、遠於城市者而
居之、以自適其康衢撃壤之天。」とある。 
注 8 曾国藩「家書」「致澄弟温弟沅弟季弟」、『曾国藩全集』、
岳麓書社出版社、2011 年 9 月、巻 1 に「衛身莫大於謀食。
農工商、労力以求食者也、士労心以求食者也。」とある。 
注 9 薛福成「叙曾文正公幕府賓僚」、『庸庵文編』、巻4、17-19
頁に「而幕府賓僚、尤極一時之盛云、窃計公督師開府、前
後二十年。（中略）而受知於公、最先凡以宿学客戎幕、従容
諷議、往来不常、或招致書局、並不責以公事者、古文則（中
略）候選内閣中書武昌張裕釗廉卿。」とある。 
注 10 上揭注 8『曾国藩全集』第 25 冊。曾国藩「書信」「加厳
樹森片」、同治元年 6 月 17 日、388 頁に「張廉卿前客文忠
署内、前有函来謀一書院館、今年已無及矣。求鼎力薦一明
年較優之席、感同身受。（張廉卿（張裕釗）は文忠（胡林翼）
の幕府に滞留し、先日私に書簡を送って来た。かねて、書
院の仕事に希望があったが、今年はそれに及ばなかった。
来年は優れた席が得られるよう、どうぞご理解していただ
きたい。）」とある。孫瑩瑩『張裕釗年譜長編』、河南人民出
版社、37頁、2014 年。 
注 11 莫友芝著、張剣整理『莫友芝日記』、鳳凰出版社、2016
年 4月。咸豊11年 1月 20日の条に、「入城謁胡宮保林翼。」
（6 頁）とある。同年 2 月 29 日の条に、「宮保属往鄂城、
為校新纂『兵略』。」（17頁）とある。同年6月 4日の条に、
「午識汪梅岑孝廉士鐸。」（36 頁）とある。同年 6 月 22 日
の条に、「午晤張廉卿於丹初許。」（39頁）とある。 
注 12 上揭注 8『曾国藩全集』第 17 冊。曾国藩「日記」、181
頁に「子偲名友芝、貴州独山人、道光二十七年在京城相遇
於書肆。（中略）自此一別十五年、中間通書問一、二次而已。」
とある。 
注 13 上揭注 11『莫友芝日記』、62-65 頁。交友の記載は咸豊
11年 11月 4・7・9・11・18・19・22・23日とある。 
注 14 張裕釗「致曾国藩」、陶湘『昭代名人尺牘小伝続集』巻
18、文海出版社、26頁、1980年、総 1327-1328頁に「自皖
江拝別、不獲見者、於今八年矣。」とある。 
注 15 上揭注11『莫友芝日記』、258，260，263-266，274-275，
283-284頁を参照。交友の記載は以下の通りである。同治7
年 8月 23・24 日、9月 13 日。同治 8年 1月 19・22・23・
24・25・27・29日、2月 2・5・6・11日。同治9年 3月 7・
15・23日、12月 3・7日。 
注 16 莫友芝著、張剣撰『莫友芝年譜長編』、中華書局、2008
年 11 月、同治 7 年 11 月 4 日、486 頁に「莫友芝・張裕釗
皆随之送行、直至宝応県始分手。（莫友芝・張裕釗は船に乗
って揚州・焦山・蘇州まで同行した。）」とある。 
注 17 王紅光主編『貴州省博物館館蔵精選―莫友芝書法篆刻作
品集』、広西師範大学出版社、2014 年 12 月、145 頁に「同
治戊辰冬十一月武昌小弟張裕釗拝読。」とある。 
注 18 莫友芝「贈張廉卿裕釗中書四首、時自白門聯舟出高、宝
間累旬、偕渡江及呉会、廉卿復為浙遊」、『郘亭遺詩』、卷8、
同治8年の詩文。張剣・陶文鵬・梁光華編輯校点：『莫友芝
詩文集』、人民文学出版社、445頁、2013年 11月。 
注 19 張裕釗著・王達敏校点『張裕釗詩文集』、上海古籍出版
社、2007年 10月。『濂亭文集』巻6、「莫子偲墓誌銘」、142
頁に「明年、復来呉、与子偲益買舟、遍覧霊巌石楼石壁之
勝、観梅於鄧尉。」とある。 
注 20 尚小明『清代士人游幕表』、中華書局、190頁、2005 年。 
注 21 徐珂『清稗類鈔』、「幕僚類」に「咸同間、曾文正公国藩
督師剿粤寇、幕府人才一時称盛。於軍旅吏治外、別有二派：
曰道学、曰名士。（中略）名士派：為莫友芝、張裕釗、李鴻
裔諸人。」とある。中国哲学書電子化計画（2018.12.6 検
索）https://goo.gl/vqkFRC 
注 22 上揭注21『清稗類鈔』、「鑑賞類二：莫子偲好古槧」に「咸
豊十一年八月、曾文正克復安慶、部属粗定、令莫子偲大令
采訪遺書、商之九弟沅圃方伯、刻『王船山遺書』。既復江寧、
開書局於冶城山、延博雅之儒校讎経史、政暇則肩輿経過、
談論移時而去。」とある。中国哲学書電子化計画（2018.12.6
検索）https://goo.gl/BxUVU8 
注 23 薛福成『庸庵文編』卷4、「叙曾文正公幕府賓僚」、18-19
頁に「閎覧則（中略）江蘇知県独山莫子偲挙人。」とある。 
注 24 莫友芝著、張剣校点『宋元旧本経眼録』、「附録巻 2、金
石筆識―魏孝文帝吊比干文」、中華書局、2008年 1月、176
頁に「嘉・道以来、相習尚元魏人碑版。」とある。 
注 25 上揭注 24『宋元旧本経眼録』、「隋龍蔵寺碑」、181 頁に
「真書至初唐極盛、而初唐諸家精詣北朝、無不具者。」とあ
る。 
注 26 上揭注 19『濂亭文集』巻 6、「莫子偲墓誌銘」。141 頁に
「又工真、行、篆、隷書、求者肩相摩於門。」とある。 
注 27 上揭注 16『莫友芝年譜長編』、黎庶昌『蒓斎偶筆』。「附
録四：莫氏家族伝記資料」「続遵義府志・莫友芝伝」、621
頁に「真行篆隷、蘊藉樸茂、極書家之能事。」とある。 
注 28 上揭注 16『莫友芝年譜長編』、莫祥芝「清授文林郎先兄
郘亭先生行述」。「附録四：莫氏家族伝記資料」、625頁に「尤
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善書、篆隷楷行皆能。力追古人而運以己意、足跡所至、人
爭求之。」とある。 
注 29 張鳴珂『寒松閣談芸璅録』巻5、5頁に「（写漢隷）方整
斬截、筆力堅卓、近人惟莫偲翁有此力量。」とある。中国哲
学書電子化計画、北京大学図書館蔵（2018.12.6検索）
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=37762&page=36 
注 30 趙爾巽等撰『清史稿』139、列伝245に「何璟、（中略）
（同治）四年、晋湖北布政使。逾歳、到官。」とある。中国
哲学書電子化計画、北京大学図書館蔵（2018.12.6検索） 
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=17447&page=40 
注 31 上揭注 8『曾国藩全集』第 29 冊。曾国藩「書信」「復喬
松年」、同治5年 4月 22日、172頁に「小宋当於下旬赴鄂。
（何璟は鄂へ赴ころとしているところである。）」とある。 
注 32 上揭注 11『莫友芝日記』。同治 5 年 5 月 4 日、183 頁に
「何小宋方伯四月中已往湖北。（何小宋は四月中旬に既に湖
北へ参った。）」とある。 
注 33 上揭注 8『曾国藩全集』第 29 冊。曾国藩「書信」「復何
璟」、同治5年 5月 20日、246頁に「栄蒞鄂垣。（光栄に鄂
垣にいらっしゃいた。）」とある。 
注 34 上揭注 8『曾国藩全集』第 29 冊。曾国藩「書信」「復何
璟」、同治 5 年 8 月 16 日、352 頁に「鄂中局面自較皖省為
優。（鄂の局面において、皖省より優れている。）」とある。 
注 35 劉再蘇『名人楹聯真蹟大全・附屏條堂幅』、第 6 冊、世
界書局、1925年再版。または劉再蘇『名人楹聯墨蹟大観』、
湖北美術出版社、344-345頁、1998年 3月。 
注 36 上揭注19『濂亭文集』巻8「代某学使安陸府試院増修号
舎記」、197-198頁。 
注 37 上揭注11『莫友芝日記』、同治7年 8月 23日、258頁に
「張廉卿裕釗相訪、乃新自武昌書局来、持何小宋中丞信。
（局）属為買史記王本、漢書汪本、並他史漢差善者一本。」
とある。 
注 38 王迪諏、厳宝善編『清代名人信稿 附小伝』、「莫友芝致
小宋書信」、浙江古籍出版社、1987 年 12 月、285-290 頁に
「叩別遂及五秋（中略）、張廉卿中翰函持到賜書。（中略）
承命購王本史記、汪本漢書並史、漢別善本。」とある。 
注 39 上揭注 16『莫友芝年譜長編』、同治 7 年 10 月 4 日、485
頁。 
注 40 上揭注 11『莫友芝日記』、同治 4 年 12 月 28 日の条に、
「何小宋信至、索作数紙書。」（172 頁）とある。その以降
の記載は同治5年 5月 4日の条に、「何小宋方伯四月中已往
湖北。」（183 頁）とある。同治 7 年 8 月 23 日、上揭注 37。
同治 8年正月6日の条に、「鄂中擬覆刊此書、署撫軍何小宋
方伯属為購致、未得也。」（263頁）とある。同治8年 2月 5
日の条に、「廉卿（張裕釗）亟束装、催余作寄小宋暨張香濤
書、並各致新拓梁碑。」（265 頁）とある。同治 8 年 4 月 3
日の条に、「得何小宋方伯信、言湖北『通鑑』之刻已停工矣。」
（269頁）とある。 
注 41 上揭注17『貴州省博物館館蔵精選―莫友芝書法篆刻作品
集』、莫友芝「隷書漢楽府〈安世房中歌〉」、40-55頁に「小
宋方伯大人察正。独山莫友芝書漢楽章。」とある。 
注 42 上揭注1『張廉卿の書法と碑学』、150-168 頁。 
注 43 拙論「胡林翼幕府における張裕釗書法の形成―咸豊年間
の書簡を中心として―」、『書学書道史研究』、第 27 号、書
学書道史学会、59-72頁、2017年 11月。 
注 44 上揭注19『張裕釗詩文集』。「附録七張裕釗評伝資料輯存」、
564頁に「先生取法北魏、而隷於漢、篆於秦。」とある。 
注 45 張裕釗『張廉卿先生楷書千字文』（中華民国頃、石印本）。
張以南の跋文に「武昌濂亭師楷法道源漢隷、論者設与包鄧
同称千古之雄、実則別闢徑径途、独樹一幟。」とある。 
注 46 上揭注1『張廉卿の書法と碑学』、162頁に「張裕釗の書
法は多く外方内円の語をもって称えられるが、（中略）これ
は、とくに清朝後期に興隆した、いわゆる新派の篆書法と
共通する。」とある。 
図版典拠 
図1 張裕釗の曾国藩宛書簡、上揭注14。……傍線筆者 
図 2 莫友芝『郘亭詩鈔』、上揭注17。……傍線筆者 
図 3 莫友芝の何璟宛書簡、上揭注38。……傍線筆者 
図 4 莫友芝の寄何璟書「安世房中歌」、上揭注17。 
図 5 張裕釗「鮑照飛白書勢銘」、上揭注35。 
図 6 莫友芝「諸子語録」、上揭注17、54-55頁。 
表図版の出典（補助線筆者） 
○張裕釗「小楷千字文」。張裕釗『張廉卿書千字文楷書』、第 9
版、文明書局、1935年 3月。 
○張裕釗の曾国藩宛書簡○1 。南京図書館蔵『陶風楼蔵名賢手札』、
1930年。 
○張裕釗の曾国藩宛書簡○2 。同上揭注。 
○曾国藩「行書七言聯」。陳烈編『小莽蒼蒼斎蔵清代学者法書選
集（続）』、文物出版社、139頁、1999年。 
○何璟「行書七言聯」。Find Art 搜芸搜（2016.5.4検索） 
http://artistsh.artxun.com/shouye.html 
○張裕釗「鮑照飛白書勢銘」。上揭注35。 
○莫友芝「諸子語録」。上揭注17、54-55頁。 
○莫友芝「安世房中歌」。上揭注17、40-53頁。 
○楊峴「臨張遷碑」。高木聖雨編集『楊峴の書法』、二玄社、4
頁、1992年。 
○何紹基「臨礼器碑」。産経国際書会『中国湖南省博物館蔵何紹
基展』、産経新聞社、21頁、2004年。 
○鄧石如「寄畢秋帆書」。青山杉雨『明清書道図説』、二玄社、
145頁、1986年。 
○趙之謙「八言聯」「楷行隷三体書冊」。劉正成主編『中国書法
全集 趙之謙巻』、栄宝斎、82・85・86頁、2004年。 
○楊沂孫「五言詩」。静妙軒主人編『静妙軒蔵清代民国書法選』、
遠東出版社、85頁、2012年。 
○書法字典（2018.9.6検索）http://www.shufazidian.com/ 
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